
周辺現状と課題（外部要因） 

〇茨城県北振興チャレンジプラン 

 この計画では、「奥久慈清流里山ゾーン」での交流人口の拡大や地域の活性化が位置づけられている。那

珂市は、国道 118号や国道 349号により、これらの地域への玄関口となるとともに、産業・観光の交流基盤

となる「水戸外環状道路」が位置づけられている。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地方への関心の高まり 

従来からの都市と農村の交流に加え、Withコロナ時代における働き方や住まい方の変化も予想されている。 

〇産業系土地利用需要の動向 

 茨城県全体では産業立地が進んでいるが、ＴＸ沿線や圏央道沿道等の県南、県西地域が中心で、県北地域

の需要は少ない。 
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